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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人電気学会

（IEEJ）及び財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの

申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによ

って，JIS C 1001:1994 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権にかかわる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 1001：2010 
 

標準気中ギャップによる電圧測定方法 
Voltage measurement by means of standard air gaps 

 
序文 

この規格は，2002 年に第 3 版として発行された IEC 60052 を基とし，我が国の測定環境を考慮し，技術

的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格にない事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JC に示す。また，附属書 JA 及び附属書 JB は対応国際規格にはない事

項である。 
 

1 適用範囲 

この規格は，電気機器及びその他の電気工作物に対する高電圧試験で，IEC 60060-1 に定義する次の電

圧の波高値測定に用いられる標準気中ギャップによる電圧測定方法について規定する。 

a) 商用周波交流電圧 

b) 全波標準雷インパルス電圧及びそれよりも長い波尾をもつインパルス電圧 

c) 標準開閉インパルス電圧 

d) 直流電圧 

注記 1 この規格の附属書 JC を除く附属書（いずれも参考）には，次のことを記載している。 

附属書 A には，標準球ギャップのスパークオーバ電圧値の表を記載し，実験から導いたと

きの電圧及び周波数の限界を示す。すなわち，同表の値は，箇条 6 で規定する範囲内では正

確であるとみなすことができる。 

附属書 B には，標準球ギャップのスパークオーバ電圧値の表を記載し，多くの国の標準及

び附属書 B の 2)及び 3)に示す文献から導き出されたときの手順を示す。 

附属書 C には，照射に関する事項を示す。 

附属書 D には，表 2 及び表 3 のスパークオーバ電圧値に対する不確かさ及び球ギャップの

校正についての考え方を示す。 

附属書 JA には，昇降法によって 50 %スパークオーバ電圧及び標準偏差を求める手法など

を示す。 

附属書 JB には，標準気中ギャップにおける湿度補正の適用範囲などに関する事項を示す。

我が国では，特に夏季に高湿度状態になることが多いことから記載した。 

注記 2 標準気中ギャップに絶縁破壊をもたらす放電に関する用語として，IEC 60052 では，破壊放

電（disruptive discharge）という用語が用いられている。一方，旧規格 JIS C 1001:1994 （球

ギャップによる電圧測定方法）では放電電圧，また，一般的にはフラッシオーバという用語

がそれぞれ用いられている。しかし，この規格では，スパークオーバという用語を用いるこ

ととした。これは，IEC 60060-1 に規定する厳密な定義によったためである。すなわち，IEC 


